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甲矛37子証

会議名 :会話

録音日 :平成24年 12月 19日 (水 )

場 所 :不明

発言者は下記のように立てています。

OA:南

OB:カシ゛マ

OC:田 脇

OD:西 ノ坊

C)E:オクナカ
゛

OF:弓 場

○… :不明

【備考】

0:16:03～ 1:07:46ま で入力しています。
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そういうことは、きのうもちよっとお話しさせてもらいましたけども、その辺、弓

場さんとして納得いかないこともお話を、きょうはさせていただくことになると思い

ます。その辺は一応、事業所としてのお考えということで、弓場さんに、もし心当た

りがないというなら、ないで、それは仕方ないことでしょうし、事業所さんのおっし

ゃる形をきょうは正式に受けとめて聞いていただきたいと、そのように考えてますの

で、よろしくお願いいたします。

カシ
゛
マさんは、この話はどの辺まで知ってはるんですか。

課長からの報告、お話の範囲は聞いております。

ですから、これまでの経過はウエタ
゛
も通じて全て、我々の介護保険の中では共有して

おりますので、全てわかっているという前提でいいと思います。

それと、カシ
゛
マさん、男や女やとか、範疇で言わないでくださいね。これはビジネス

として。そうですよね。

は い 。

うん。

でも、誰か、皆さん、例えば誰か派遣で、誰かが、人が休んで来られないので、か

わりに誰か来てくださいといったときに、普通の人の仕事、一般的にシゴッテたとか、

ちょつとこの人、女の子だからといつて、この人はちよっと言われると心が傷つくん

ですとか、そんな話はやめてくださいね。阪神大震災で、そんな誰が嫌やとか私は女

やからでなしに、みんなヘルメットかぶって、走るときはみんな走ります。

は い 。

なら、田脇さん、この形で進めさせて、何か進め方で御意見とかあったら先に聞い

ておきますけど。

いや、そういう形でいい……。

よろしいですか。

そしたら、これから、みらいさんのほうから、この今回の解約、突然の解約に至っ

た理由を正式に述べていただきますのでね。その辺、それでまた弓場さんがどうされ

るかということは御判断を後でしていただければいいと思いますので。

そしたら、・……お願いできますか。

12月 5日 の水曜日にお電話でも申し上げましたし、その翌日、訪問させていただい

て御説明させていただいたとおりなんですが、12月 5日 の水曜日のお昼に、ヘルパー
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のほうから事務所のほうに弓場さんの件で話を聞いてほしいということで集まりまし

た。その際に、今まで、おのおのがいろんな思いを抱えていたと思うんですけれども、

みんなが集まった中で、これ以上、訪問することがしんどいというふうに百つてまい

りました。今まで 1年少し支援に携わらせていただいてたんだけれども、いろんな。

OF 済みません、田脇さん、ちょっと議事録とっといてくれますか、私。

C)C はい。

OD いろんな精神的な負担というのが積もってきて、これ以上、訪問することが難しい

というふうに申し出てまいりました。

OF それは全員ですか。

OD 全員。

OF 全員つて、 4人ですよね。

OD 4人 です。

OF ほれで、それが、何がしんどいと言われるんですか。

それで、 1個 1個お聞きします。その打ち合わせは、ごめんなさい、もう一個戻し

ます。ごめんなさいね、言葉こんな、頭こんな。

オクナカ
゛
さん、あなたに私は、あのときにちょっと、おやじが小さい子供に言うみた

いに、あんたはこんな考え方おかしいと言つて、ほんで、あなたは、そのときは何も

そんな国答えはしなかった。ほれで、あとは、私の印象に残つているのは、あなたは

それなりにきつい言葉であっても、それなりに弓場さんの言うこともわかるなと。理

解できるなと。でも、弓場さんがちょっと最後、私が最後に、こんなことぐらいの間

いてくれませんかと言ったときに、聞くけども劫モリさんとも仲よくしてくださいと、

あなたも私に言ってくれた。私が、あとちょっと、半年になるかわからへんけど、こ

れだけちょっと行かせてくださいねと言いましたね。そのことはあなたが、意趣返し

って知ってますか。意趣返しって。

OE わからない。

OF 仕返し。仕返しのために今回が、あなたはやったわけじゃないんですか。それじゃ

ないんですか。この人の言うとおりなんですか。

OD それはもう間違いないです。

OF じゃあ、あの時点では、12月 4日 の時点では。

もう一個聞きます。どうして阪南市の方をいきなり、弓場にも田脇さんにも何も言
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わずに連れてきたんですか。私の、まして私みたいな個人の、こんな体でも一応ある

じの自宅です。私はあるじです。そこの家に人を連れてくるときに、どうしてあるじ

に相談もしないで、たとえ阪南市であっても、私とは別に、阪南市の下の人間違いま

す。関係ないです。でも、そんな阪南市の人も、だから、あなたに言いますけど、何

でウエタ
゛
さんに、最初に私が何か物すごく不愉快だつたのは、こんなん言いました。あ

なた、何しに来たんって、最初。わからんから。私は南さんが前のこんな話を、携帯

電話の話をしてあるから、それでわざわざ使わせてくれたと思ったから、その場はそ

のまま進めたけども、もし、それが、もし、ないときやったら、あなた、何で人の家

に、別に阪南市でも警察でも、人の家に勝手に入ってくるのにアポイントもとらずに、

ほんで、田脇さんにも一言も言わずに、一方的にみらいさんの話だけを聞いて私を連

れてきた。ほれで、あなたもそれを使わせたと言うけども、じゃあ、本来なら、阪南

市かどちらかが、こうこうで弓場さん、行かせてもらいます、よろしいでしょうか。

だから、そういうところからして、私は今回のことは、余りにも傲慢というか、ぞ

んざいというか、だから、こんな体やからとか、そんなに極端に差別してるもんじゃ

ないとは思いたいですけど、でも、やっぱり昔、ウエタ
｀`
さんに、後で私は思い出したん

です。あの人、私の家に何か、介護の認定するときに、取りたいときに、あの人の態

度が余りにも何というかな、やったつてるみたいなところが私は感じたんです。だか

ら、そういうところ、同じことを彼女もありました。

それは弓場さんがそうお感じになったわけんなんですよね。

うん。ただ、でも、今回だつて、みらい、こちらも本来なら、どうして、田脇さん

にも言ってないんでしよう。田脇さん、聞きましたか、あのとき。

だから、本来。

えつ、国脇さん、聞いて ?

いやいや、来る前には聞いてないですけどね。

え つ 。

聞いてないです。

そうでしょう。

それは、いや、うちもついていくのに、うちから。

いやいや、済みません、ごめんなさい、何で私の家へ勝手に、誰もアポイントも知

らずに連れてきたんですか。いや、それを聞きたいんです。
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だから、今回の問題いろいろ、私は全部がもう疑心暗鬼になるんだけども。いや、

違 う、みらいさんが言いよった。どうして、それとも、こっちから言われたんですか。

一応連れていくから、そこをはっきりしてください。

OA そのときに、きっと4日 、12月 4日 の。

OF 違う、違 う、いや、そっちから依頼したんですか。この課長に、南さんに。

OA 依頼もらいましたよ。

OF もろたんですか。

OA はい。一緒に同席してくださいということでね。

OF ほんで、何でアポイントもせんで、人の家へ入るときにいいんですか。ほれで、私

も聞いてなかった。

OA そうですね。

OF ほんで、月曜日に田脇さんから電話あって、「社長が一応、火曜日に来られるって

なりました」って、「行きますので」。 「はい、わかりました」。ほんなら、まさか

来るとは思ってなかった。あなたも私に何も言ってなかった。イ可も百ってない。ほれ

で、何でこつちだけ言ってたんですか。

OA 依頼を受けたので、ここだけはついていきますよというお話はしてたので。

OF じゃあ、何でそういうことを、じゃあ、あなたたち何ですか。本当に言ってくださ

いよ。今回のこと、私も人間やから、やくざじゃないんです。だから、何でも出して

ください。

OD 話、大分さかのばるんですけれども、アルコール云々の件が弓場さんから御要望い

ただいたときに、どうしても、おしかりを受けるかもしれないんですけれども、制度

でできること、できないことという部分があって、自分たち事業所だけでは、ちょっ

とどうにも解決でけへんなというところをすごく思ったんです。で、阪南市のほうに

投げかけさせていただいて、そのときに御対応いただいたんですけれども、やっぱり
‐`、、ヽ                       `

今回の

「

最初は携帯電話云々の件でいただいたんですけれども、ちょっとやっぱり事

業所だけで かなか判断がつかなかった りとか、自分たちでもどう対応 していいか

わからないという部分がすごく大きかったんです。弓場さんには大変失礼なことをし

てしまったかと、結果として、してしまったかと思うんですけれども、阪南市のほう
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OF それで、こちらから、南さんから、行かせますからという、その時点でもう完全に。

ほれで、どういう意見だったんですか。

OD 意見。意見というか。

OF いや、南さん、しゃべってくださいよ。えっ、全部あなたが……。

OD もちろん、市の方としては、うちの話だけを一方的に聞くのじやなくて、やはり本

人さんの思いとかというのも私たちを介して聞いているだけではわからないので、そ
′
れだったら、中立な立場で弓場さんのお話といフのを聞かせてもちVヽます万て。うち
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ができるのは、そういう形で一度、本人さんにお話を聞かせてもらいますということ

で御返答いただいたんです。

OF アルコールの件はオクナださんも知ってる。あの件は私も、あなたたちに無理を言っ

ても仕方ない。この方が弓場さんのためにって、特別に許可のあれを発行します。 1

回は私も受けさせてもらおうと思ったけども、t2_lず ,自分だ11控け竪!す ヽ私
の性分___ヽ

でできないので、それF泉南市、泉佐野可、ほんで、大阪府、厚生労働省、どうして、__

こんな介護会社の人は、ビール 1本飲めないんですか、それでやりました。

そのときで、オクナださんも知ってる。あなたには、弓場さん、頑張って聞いてよか

ったですねって、あなたも言った。ほれで、こんなんやってくれたほかの人にも。ほ

んで、泉南市の野口さんも。だから、私は、この方には、このたびのことはお気持ち

本当にありがとうございますって、ほんでやってました。それはそれで終わった。

.ほんで、今回のもんも、たかだか 1本、でも、あなたたちはルール、それも私は、

こんな仕事をしてたから全部わかってる。ただ、 1個だけ違うのは、うちのルールと

違うことは、花王のルールと違うのは、ここは介護してる。いろんな人の、 1万人い

たら1万……のある。ほれで、伝えたことも、また思いも違う。

だから、そういう意味で言って、じゃあ、悪いけど、あなたね、私たち、こんな嫌

らしい意味じゃないよ、あなたたち、私のシャンプー、リンス使ってくれた ?オクナだ

さん、あなた、気に入ったんですよね。これからもずっと使います、使いたいと喜ん

でく_れた。私は物すごくうれしかった。それはルールじゃなくて、ルールを超えて、
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卜、あなたは弓場という男の聞いてくれたんや。いやいや、弓場さん、できませんじゃな
｀
くて、私の気持ちを受け取ってくれたんや。

ほんで、あなた、知ってる?ほかの人も何人か差し上げてる。ほれで、オオハラさんと

、 コハ゛ヤシさん、あの子にも、あなたたちは細かいけども、こんなの渡してる。喜んでく
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れてる。ということは、みんな、私の、ルール以外の、ルールじゃないんやけど、受

けてくれてるんや。

じゃあ、電話 1本、一番大事な電話 1本ぐらい、僕はそれを駆け引きには使ってな

い。でも、人間って、そんなものって、あなたも、どうしてそんなときはいけて、何

でそれはだめなんですか、そしたら。あなたは堂々とルールを破つてるんや、そした

ら。ルールやつたら。違 うの ?それでも私、年に 1回か、 2年に 1回かもわかりませ

ん。私は本当に恥ずかしいことで、一番話ししやすい人にしたいって、別にそこまで

悩むんじゃないの。この人みたいに弓場さんだけ特別に今回は、ルールはこうです、

基本はこうです、でも、弓場さんはひとり住まいやし、友達もそんないてないから、

ヘルパーさんが助けてあげないと電話ぐらい。

何遍も言います。携帯でも、携帯番号は消します。ほれで、時間も後からで、私だ

つて、そんなこともわかつてます。だから、そういう日で言ったら、私はそんな特別

なことで、あなたたちは、だから、案の定、あなたは最後に言いました。弓場さん、

それぐらいやったらいいですねって。 じゃあ、仕事中で支障を来さないんやったら別

に構いませんよって、そうでしたよね。この方も、最初は反対してたけど、その場で

は言わへんかった。だから、この方の議事録見たら、ちゃんとその問題はもう終わっ

た形になってたはずなんです。

は い 。

そのときに、あなたが、ごめんなさいね、今回あなたたちは弁護士の、弓場さん、

弁護士に電話してますね。ひょっとしたら、弓場さんは訴えるんですか、みらいを訴

えるんですかとか、ヘルパーさんたちが怖がってますって、あなたが言ったんやね。

そのときの議事録ないからあれやけども。

それは言ってないと思います。

ああ、違うの?

は い 。

どういう感じやった?

いいですか。

うん。

火曜、ウエタ
｀`
さんと一緒に訪問させていただいた前の週にオク効

゛
とフタ
゛
がこちらにお伺

いさせていただいて、その携帯で連絡云々の話をさせていただいたかと思うんですけ

-6-

_ヽ´



r

一

ギヽ

・́
，

ソ

一
無

嗽
い●
ト
ー
ヽ

、

れども、そのときに2人が、弓場さんはそういう。

OE 思いとしては、・……できるような形にできたらいいけど、事業所としてできるかど
/

ヽ
フ うかの判断というのは、 の携帯を教 にはできないとい

うような御説明を11月 27日 の火曜日にさせていただいたかと思うんですけれども、そ

のときに、もし、社長に 1回聞いてみれくれと弓場さんがおっしゃられたと思うんで

すよ。君たちだと答えができないのであれば、社長に 1回聞いてきてくれと言われて、

もし障害者に対して誠意のないような行為を、返答を持ってくるんだったら、僕は、
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ヽ みらいさんに限らずですけど、絨 扇知れな手段とかというのも考えられるんだよ
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OF それは、私は一会社の論理で、本来は世の中では大手のところもあるし、ほれで、

いろんなほかの人も聞いたら、やってると。それは、もちろん個人情報とか、そんな

こともあるね。

でも、そのときに私は言いました。あなた、このオ′ナガさんが絶対首を縦に振らな

かつたので、私は、でも、社長は、社長はと言 うから、じゃあ、社長って、そういう

話になった。社長に 1回聞いて話ししたいといって。納得してくれへんやったら、も

う結構、でも。そんなんで 4日 の日ハネになった ?

OD 来たときに、私は直接は伺ってないんですけれども、そういうお話をされるという

こと自体も、私たちに対する、私たちに対するというか、信頼関係、私たちは私たち

で弓場さんと信頼関係ができていると思ってたんです。それは言わせてもらったかと

思うんですけれども、じゃあ、その信頼関係が破綻しているんじゃないですかという

ことを私、逆に弓場さんに伺ったと思うんですよ。だから、そういうふうなお言葉を

かけられるということは、もう私たちに信頼自体がないんじゃないですかということ

rを私、そのときに弓場さんに。

OF ごめん。この間、 4日 の日?

OD ウエタ｀`さんと田脇さんといらつしやった日に、そういう形でお伺いしたかと。

OF イ可て言うた ?これをはっきり聞こえんかった。覚えてる……。

OD そういうふうに、私たちとしては誠意を持って対応させていただいてたつもりなん

ですということをお話しさせていただいて。
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OF えっ、何で誠意を持ってって。どこ。

OD 今まで。

OF いや、どこへ飛んだ ?どこからどこへ飛んだかわからへん。

OD その火曜日。 12月。

OF いや、ごめん、私の間きたいのは、ごめん、頭こんなんやからね。私のペースにし

てもらわないと、私、自分では、これでは消えてしまうので。

今の話は、そi?炉帯電話で、オクナカ
｀`
さんが、もう私の一存では強 tiを1_ほれ

で、社長と話したときに、ほれで、そのときに私が法的なことも、誰でもみんな、一

方的な会社の論理でそんなのされたら、■11行いな障害者キ′〕不
自_由な人は、_ぬ変_ヽ

たが嫌やったらやめてくれと、そんな論理で横車とか、それで言うことを聞かへんか

ったら、できない言われたら、じゃあ、私た でみんなに聞しヽ

う方法がある。だから、裁判でも誰でも、みんなどこでも判断してもろたらええ。別

に私は、一般の常識は多分いけると思うけども、そう_いう意味で、あなたには裁判の

手続もあるんですよと、それは言った。

その後、あなたに4日 に百って、 4日 に至ったときに、ほんで、ごめん、はい、そ

れで。

OD ほんで、そういうふうなことを言われるということは、〆聾_たを生粒すぅ信頼という
のは、もう既にないんじゃないですかということを私、信頼関係自体がそういう、裁

判してもええとかというふうになるということは、そう思ってはるんじゃないですか

ということを私お尋ねさせてもらったんですよ。

OF ごめん、そこは、私、都合のいいときとか、自分、都合の悪いことだけ聞いてない

んじゃなくて、私はそのときは、もし、あなたがそんなことを言ったとしても、私は

はっきりそんな意味で言っているのは知ら いヽ うたら、今言うみたい

に、私は自分の論理を押しつけない。それは別に、あの4人たちとか、ほかのヘルパ

ーさんとの問題よりも、会社として、そこまでこんな、私にしたら、_さ さいなことや。―‐

1年に 1回ぐらいの電話を聞いてもらうこと自体、何かの理由づけて受けない、受け

とめないということ自体が、そんなことをするところは、やっぱり患者のこ を考え

てあげるのは仕事、介護会社の仕事違いますか。だから、なたちが、どう.しでも常識的

なことが通じないんやつ いろんな いてもらうと、そんな
=般
論的

が
‐
今もすごくみんな、すぐに。
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田脇さん、知ってるよね。私、みらいさんは別に、そんなに、ささいな。あの電話

の問題なかったら、ずっと一番、今は、前は、いっとき、 2人で始まったけど、 3人

になって、今は4人でやってくれてる。その4人の場合は、ちょっとニシオさんの問題

もあったんかしらんけども。でも、じゃあ、それなりにやってくれてるから、私にと

ったら、 すぐ裁判し た ち あの人たちと信頼感がなって

OA

OF

OA

OF

るんだ、そんなの私らは、よもや思ってなかった。そんなところへすりかわっている _

レ ………

だから、弓場さん、きのうも申し上げたように、意図と相手の受け取り方、きっと、

きょうは違つていると思いますということも申し上げましたけど、受け取った側がや

つぱりどう思うかということが非常に重大になってくると思うんです。だから、今お

話しされて、そういう意図ではなかったという。これからのお話も、きっとそういう

お話が出てくるんやと思いますけど、でも、受け取るほうは、ぐっとなるケース、そ

れを申し上げられたら、やっぱりその被害を受けられた。

いや、多分、僕、南さんには悪いけど、ごめんね、あなたにこんな物の言い方する

のは私が、許してください。 5つだけ、一応、私のほうが先に。

ああ、いや、先輩でございますので十分聞きますけど。

今のところでも、もし、人間って、ものの伝わり方というのは、ある言葉だけとっ

たら、その言葉のあやを知らずに一言言うたら、この間だって、そう。例えばみんな

が、あなたたちは野口さんには、弓場さんは、もう行きたくなかったら来なくても、

無理やり縄をつけて連れてくることできないから、層:場_A々)それやったらやoら■

ても仕方ないなって弓場さんは言ったから納得してくれてますとかいう言い方で野口

, さんには言ってた。でも、私はび?く 2した,えっ、あんな一般論的に言ったことが、

どうして。一般論では、それはもちろんそう。みんなが嫌や言うてるの、そんなの言

う気ない。でも、私はとなる。___

だから、何でもそうやけど、よく政治でも、テレビで見てたら、何だったけども、

こうと言うてるのに、これは賛成だけども、でも、今はこうやとか、後にこんなある

けども、あなたの場合は、今回は田脇さんにも聞いた。ほんで、ウエダさんにも聞いた。

あのときの話は、そんな一般論的やとか、それが目的とか、そんな形で、やめるため

にとか、そういう理由探ししてるわけじゃなくて、私も言った、あなたたちに、えっ、

私は、みんな

「

番、喜んでくれてるし、私もこんな人間やけど、それなりにちゃんと
一 二

―

一

ン
‐
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やってくれてると思ってるから、私としては別に今すぐ、あの人たちがやめるとは考

えられんと。なら、あなたは言った。いや、でも、弓場さん、私たち、きょう来たオク

ナカ
｀`
と私だけじゃなくて、みんなが弓場さんのことを気遣つてるんですよ言った。ほ

んなら、えっ、そう。私、わからへんかったけど、もし、あれやったら、また、私も

こんなんやから気つけへんから、もし何かあったら言っ‐てくれますな9また私も、そ

れじゃ、これから、気?ヤ才ます。あれまりしゃべらんようにします。ほとんど、あんま

り要らんことを言うたら、また悪いんやったら言いませんと言いましたね。

だから、自分の伝えたいことの本心というか、それの趣旨は、何かどこかの言葉の

あや尻をとって、すぐ、これだという形で、それは本人たちが顔を見ながらとか今ま

での歴史とか、いろんなことの、そんなんもあって、あなたもそうでしょう、旦那さ

んとの話しするとき、実はこの間、旦那にちょつと頭にきてよつて百つたとき、えつ、

そんなひどい人とか、みんな言えへんでしょう。夫婦の、大も食わんとか、でも、ば

かな人は、いや、もう私そろそろ、あの人と別れたいと思うと言うたら、えっ、西ノ

坊さん、奥さん、旦那と別れたい言 うてたよって、そんな人がいる?何でもそう、世

の中って。

私としては今回、いいですよ、でも、今そういうふうにとったと。ほれで、その後、

ごめん、時間ないからあれやけど、そこから本論になってくるんですけど、はい、結

構です、はい。

OD だから、その火曜日の時点で私たちも、ヘルパーが次の日、にそ ういう申し出をして

≦_■_生 Lヒユ_二生!主 ___主ず量2Kt夕1■在々です。
OF でも、それ、西ノ坊さん、本当にあなたのその言葉を信じてええの?

OD それは本当です。間違いないです。ただ。

OF いや、違う、違う。後でみんなが、あなたたちが主導して、きのう、こんなん弓場

さんと話したら、夜中まで遅くなって大変やったんや。ほれで、私らでもこんなんや

から、あなたらも、ひょっとしたら、あなたの思うことを言ってくれたらええよ。

OD それはないです。

C)F オクナカ
゛
さん、そう?

OE はい、ないです。

OF じゃあ、その日は、会議はいつしたんですか、そしたら。

OD、、水曜日です。そのお話しさせていただいたのが火曜日で、その次の日です。
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OF

OD

OF

OD

OF

どれぐらいからしたんですか、ほんなら。

時間ですか。

うん。

守甲ダll寺Ftr)Pその_ときに。
ほんなん、_う、そや。

OD イシハラというヘルパーは現場に、こちらに来させでも―らってました。その 3人、́登録
｀― ‐́                   

｀̈ ~`^~‐・ ~~~‐ ^ヽ
ヽ
―
一 ―
´́ ´
´～
~

ヘルパーだけ言ってきて、ちょうどイシハラが帰ってきたときに、まだ話をしてたもので、

今ちょっとこういう話!|なって,午 lヽ_,ことで話したなきに、私もやっぱりつらいと
いうような話。

OF ちょっと待つてください。何で、あなたのこの間の話では、あなたたちが集めたん

で しょっ

ハ 」ヽ

OD いえいえ、違います。ヘルパーのほうから申し出たので。
OF 誰よ。あの人か。イカリさんやな。イカリさんが。

OD 余り。

OF いや、構へん。いや、わかんねん。そんなもん、わかる。誰かって、わかるって、

ほんな。

OD

OF

OA

OF

OD

ちょっと個人を特定するのは。

違 う。

状況だけの説明は、弓場さん、聞いて。

違う、違 う。まあいい、はいはい。

、ヽ
|   
」

「
 「  | ・ヽ・  ｀、 ./1 1ヽ ヽ
′ 、  1 ‐ ・゙
′    ヽ  1‐

今ちょっとここに居合わせてた者もいましたので、ヘルパーのほうから、いろんな

ね、仕事をしながら一部始終、話を聞いてたわけではもちろんないんですけれども、

いろんなやりとりの中で、ヘルパーのほうから、事業所との信頼関係というのもない

んじゃないのということも、実際、
ィ]、ぃ

.=滲薫養露ィ41〕ラ
,さ んとの信頼関係というのも

うまく築けてないんじゃないのというごともヘルパーにも言われたんです。弓場さん

にああいうふうに言われるということは、サ‐ビス提供責任者が来てほしくないとか、

そういうふうになっているということは、もともと無理なんじゃないのって、ヘル

―のほうからも言われたんです。その中で、̂私蓬ヽちiip)これ以上行くのがしんど
いんやでということをヘルパーが言ってきたんです。

OF 大体どんな。ごめんね、頭切れるから。イカリさんが、みんなにしんどいからって、

:,

1 ′′ |■
‐′ '|
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あなたたちに言いに来たんでしょう。

C)D はい。

OF そのとき クナカ゛さんも入ったん?

C)巨  はい。

OF オクナカ゛さんと、あなた、あと誰 ?あの人は ?ワタ゛さんは?

OD ワグも、はい。

OF ワタ゛も入ったんやね。ほれで、そのときに、私に、弓場さんらも信頼関係も社員さ

んもできてないとこもあるからとか、そういうことを言ったんですか。そうじゃなく

て、それが、私が変な……。

OD_こ の事業所と弓場さんとの信頼関係というのも、もともと破綻―しているんじゃない

ｌ

１

１

■

，

‐

．
‐

‐

‐

‐

‐

．

・・・ヽ
一・　・
一　　　，　　̈
　」

・
　
　
一
　
．
、
‘‐
　
　
　
〓
．

心■

‥

１

とヽいう。

OF ああ、そういう聞き方。

OD 登録ヘィレパーは疑間に思つたみたいで言ってきたんです。

OF はいはい、わかった。

OD その中で、私ら、これ以上行けないでしょうって。私たちもやっぱり精神的に負担

もあるし、その中で私らはまだ行かなあかんのかというようなことやったんです。そ

れに対して。

OF じゃあ、もう一回整理するね。

OD はい。

OF ということは、あの人らの言い方としては、信頼関係がそちらでできてないと.私

らも、そんな信頼ができてないところに私たちも、そんなところを見せてもうたらと

か感 じてしまったら、私らも、そんなところへは入りにくいと。何で私らだけ入らな

いといけないのと、そういう話になったんですか。

OD 人らないといけないのという表現ではなかったんですけれども。

OF ごめんな。今、そんなの聞こえたんや。

OD ヘルバーー自体、それが最終的なみんなのそういう結論に至った理由になるんだと思

うんですけれども、それまでも、やっばり事業所には言えなかったけどというのを、

やっばりそれぞれが抱えてたようなんです。私が行けないと言ってしまうと、ほかの

人たちに迷惑かけるんじゃないか。

OF うんつ

-12-
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OD ほかの、例えば私がヘルパーゃったとして。

OF あなたがヘルパーやった、うん。

OD 私がちょっと弓場さんにこういうことを言われてしんどいわ、これ以上行くの、つ

らいなと思ったときに、自分が行けないと言ってしまうと、ほかに入ってるヘルパー

に迷惑をかけるんじゃないかとか、やっぱりそういう思いをみんな持ってたみたいな

んです。

OF ああ、みんなが。

OD 自分が一抜けたということはできないというふうに。

OF ちょっとごめんな。頭悪いな。 1人が。

C)D はい。

OF みんな、くすぶってるもんがあると。くすぶってるけども、今までやったら誰も言

える人いなかったけども、その場では、社員の人もみんな、そういう信頼関係が壊れ

てるところで、私たちもそういう、沸々としたそういううっせきの中で、私たちも行

けなくなると、行けなくなったと、そういう話になったんですか。そういう意味なん

ですか。いや、正直言 うてください。

OA その日に思いが爆発したというような状況なんでしょうね。

OF 爆発、どういうことを爆発と……。

OA うっせきした、おなかにあったものが、それぞれのヘルパーさんが出たんでしょう。

OF じゃあ、そのときに、弓場はここがいかん、ここは怖い、ここはって、そうなった

ということ?いや、構へん。じゃあ、何で、僕、今ね。

OD いえ、違います。ここがいかんとか、そういうことではなくて、やっぱり受け手の

捉え方だと思うんです。だから、ヘルパー自体がしんどいと思ってしまったら、弓場

さんの何がどうじゃなくて。

OF ただ、 1個 ごめんね。

OD はい。

OF もし、ごめん、何でイカリさんかとか聞いたのは、例えば、これ、50人やったら、私、

何も聞けへん。でも、 4人やから、例えば 1人が言うたら4分の 1の意見やん。 2人

いうたら50%やん。その中で、あなたたちは、みんなと言うけども、どうしてイシハラさ

ん、まだ入ってちょっと。この間もシャンプーもらって喜んで帰ったけど、ほれで、

この人は言われた、弓場さん、ちょっと言葉、みんな切って、おいしいないとか、あ

-13-
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んまりきつく言わんといてくださいねと言われた。でも、その後、あの人と一緒に卵

焼いて、別に卵焼きのおいしいお店行ってやってもろた。ほんなら、わいわいやって

やつてた。ただ、あの人がひょっとしたら嫌やったんかもしらん。といっても、あな

た、誰でも人間つて、 4日 ぐらい会社のどこか入ったときに、そこまで、ひょっとし

たら人間って、雨降って地固まるとか、そういう経験をいろいろ積んでいって、人間

って、あなたもそうでしょう。いろんな人いるけども、そら、確かに大人になったら

なかなか、一旦戻るには戻られんというのわかつてるけども、でも、仕事でしょう。

仕事ですよね。例えば、私はあそこのお店の課長さん嫌いなんや。あの店に入 りたく

ないと言うたら、私らも頑張って、そんなの最初から、みんな、仲のいいいうて難し

い。仲よく間をつくっていくのが、あなたの仕事や。それがお客さんとのそういう勉

強にもなるし。だから、私が、どうしてそんなことを平気で言えて、それをまた社長

が、みんながというふ うな、コバヤシさんはちょうど、あの人は半年ぐらいか。あの人

だって何と言って。

だから、何で、あなたにはっきり言うてというのは、もし、あの人が本当にそんな

ことを言 う人間やったら、私は、ほんまに人間が、いろんな人間いてるけど、ややこ

しいのいてるか知らんけど、ほんまに信じられん。何でかったら、あの子、来るとき

はいつも、私のこんないろんな、ああ、オクナカ
゛
さんに見せてあげた、いろんなこんな

コピーを。あの子はいつも持って帰るんや。ほんで、この間も来たときも、弓場さん

とこ来たら、いろんなこと勉強になるから、本当は弓場さん、もっと入っときたいん

やけども、時間ないから仕方ないんです。でも、弓場さんに週 1回やけども、本当は

もっともっと時間とりたいぐらいですと言って。ほれで、そんなん言うて、ごめん、

これも言うけども、またお金の問題違 う、 2週間前にちゃんとまた2,000円 のシャン

プー、リンスあげた。ほんなら、ありがとうって。ほれで、はっきり言 うて、あの人

は、僕は別に構へんで。別に恋人同士違うけども、あの人は、アイハ
゛
さんは、私、弓場

さん、私、好きやわって。好きというか格好ええと思つてる。ほれで、えっ、私、こ

んなのまだ、こんな60でこんな体で、それでも格好ええと言ってくれるのありがとう

ったら、いや、弓場さん、普通に私は好きですよ。だから、私、弓場さん、こんな体

とか、そんなの何とも思ってないよ。ほれで、その顔が、例えばおなかの中に何かあ

って、そんなことを言つてるか言ってないかは、ここへ来たときは本当に笑顔つくっ

てくれて、ほれで、あなたは、剛力というんか、誰 ?
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OA タレントさん。

OF タレントでいてる。ほんで、あなた、髪の毛切ったほうが似合うよと言ったら、あ

あ、私、そうですか、似合いますかって、ほんなら、案の定、ちょっと短くなったと

きあった。ほんなら、合うね、やつぱり。ほんなら、そうですか。ほれで、私にした

ら、あれでもし、はしごを外す人は、それは悪いけど、多分イカリさんが一番上やし、

ほんで今まで、ひょっとしたら、イカリさんは知りませんよ。もう1年間、ずっと1年

半近くやってもろてて、一番、私が、減つて 2人体制のときのニシオさんときに一番や

ってくれた。だから、私にとっては、あの人は何を言っても、それは構へんと思って

んねん。うん。私にすれば、ああ、そこまで、何か私が気つかんかったか知らんけど

も、御苦労さまでした。よくこんな難しい男をやってくれましたね。ただ、あの人も

すごく、年もあるけど、やつぱリプライド高いから、だから、それは何かが、あの人

は、ああいう姿を見たら、ほれで、オクナださんとか社長は、あの暗いとこでやられた

ら何か嫌な思いするのは、それはもう私わかってる。

だから、もし、あの人、ほれで、そういう仲間の顔もあるかしらんけども、私にと

つては 3人全員が身の危険、すぐに引き揚げさせないと身の危険があるとか、そうい

うことに、もしコハ
゛
ヤシさんが言うんやったら、私、ほんまに、私もいろんな女性と、

マネジメントじゃないけど、いろいろあったけども、一緒に仕事したけども、あれで

通る、言う人やったら、私、ほんま信じられない。

ほれで、オオハラさんは、まだ始まったばっかり。一緒にこれからあの人と次の形をつ

くっていけると思ってた。だから、何でかったら、あの子もいつも百つた。あなた、

体、失礼やけど、こんな体で、子供さん、よく育てて偉いねと。あなたは子供さんつ

くるときに、旦那さんは本当にもう心配したん違うと。でも、あなた、頑張ったね。

私やったら心配でたまらんって。だから、あなたが買い物行ったときは、いつも私、

車、何かあの子がランドセルみたいに荷物持っていって、行ってきます言うたら、私

は、小学校の子が学校行くみたいに物すごく、事故起こさないか思うて、私、心配し

てる。それまで言うた。だから、私としては、どうしてね。

ほれで、ニシオさんも2回前、 2週間前、弓場さん、今回のちょつとがたがたしてる

けど、あんた、また実家へ帰りますいうて帰るん違うと言うたら、いや、私、ほんな

心配せんでも、弓場さん、私は絶対、弓場さんから、やめと言われるまでは、やめま

せんよって。弓場さん言うまでは置いといてくださいよ。弓場さんから、やめえと言
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OA

OF

OD

OF

うまで私やります。やりたいと思いますって。

だから、女性やから、そら、国と腹は違うかしらんけども、でも、あそこまで私は、

私もずっと仕事で女性とも仕事したけども、そこまで、そら、どっかの本当に、夜の

街の客商売で売り上げだけのためにと、そんなんには私は感じない。普通の夜の街の

人でも、もうちょっと節操があるなと私は思う。私からすれば。それぐらい、いきな

り、弓場さんが思っていることと言い方とか、いや、だから、わかつてるのと違う。

イカリさんが言われたら、みんながやっぱり、そこで、もしイカリさんを守れへんかったら、

何かイカリさんだけのがなってしまうから、そういう思いはわかる。

でも、じゃあ、あなたに何遍も言うけども、別にあと1週間、 2週間、じやあ、こ

こへ入ったら、みんなが危険を感じてとか、私はそれが、そこまであなたたちが言う

と、それは、ほんまにチンピラの言いがかりと。裏町のチンピラの言いがかりにしか

見えない。

ほんで、私、こんな人間やけど、あなたも知ってるやん。私が怒っても、ちょんと

やられたら、バタンとおうたら終わり、私は。そんな危険度もないし、もしあれやっ

たら、私が包丁を持った姿、見たことありますか。そら、言葉はこんなんや。声もこ

こから出さんとあかんから、また大きな声でうわっと言うしかないときもある。きれ

いに低い声で、小さな声でずっと音楽みたいに歌みたいにすっと伸ばせられん。でも、

どうしてそういうところまで飛躍するんかなと、私はそれがわからへん。だから、南

さんは言ってるけど、思いいうたらあれやけど、ほれで、あと、どこか何かしたんで

すか。教えて。私が例えばお尻さわったとか、ほれで、それとか何か、抱きついたと

か、それとか何か、包丁を出したか。

ほんな話は、きのうも1個 も言ってないですね。・……行動に出た話ではなくてとい

うことですよ。

ほれじゃ、ごめん。ほんなら、今の話で、ちょっと待ってくださいね。西ノ坊さん

ね、あなたは、オクナカ
゛
さんもいいや、4日 にそう言うて終わって、あなたたちはそれ

で一旦は、また普通どおりと思ってた。それはいいんですか。それは信じていいんで

すか。

は い 。

そこで他意はないんですね、そのときは。ほれで、あの人たちの、イカリさん、リー

ダーの、チームの人たちの話から来たんですね。それを受けたときに、みんなもちょ
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っと行きたくないと言い出したんですよね。そのときに、身の危険とかは言わなかっ

たんですよね、そのときは。言ってください、それも。

OD 身の危険とかじゃなくて、もし、本来、解約するということは、もちろん次の本人

さんの生活の担保というのが必要なので、次の事業所さんに引き継ぐとか、そういう

ことを私たちはやっぱり努力しなければいけないと思うんです。

OF それはわかつてるんやね。
.`″¬

OD その話もしたんですけれども、'解約すると言ったら、私たち行けませんって。 1

0F ごめんなさい、そこなんです。そこで、いつも言った。子供違うんやから、地震で

復旧するときに、みんなでそこの港を直さんとあかんときに、ほったらかしてはでき

ないですね、普通、私たちは。会社は。ほれで、あなたたちもそう。どうして、行け

ません言うても、ちゃんと私が弓場さんと話しますから、こんなことでなりましたか

らって、どうしてそれができないんですか。そういう発想がどうして出てこないです

か。どうして、本来の仕事を、あなたはビジネスマンとしてですね。

ほれで、あの子たちは、何遍も言います、包丁を出したとか本当に危険だったら、

それは仕方ない。私も、経営者としては体を守るのは、それはあなたの仕事や。それ

は体を張ってでも助けやんとあかん、そのときは。危ない人やったら。でも、どうし

て、みんなが、こんなことをこんな会議でしてしまって、 1回みんなが表明してしま

ったら、弓場さんにも、そんなの顔会わすカナイ、あなたも言ったけども、コハ
゛
ヤシさんだ

って、多分そんなこと言 うて、えっ、コハ
゛
ヤシさんはそんなことやったって、そら、あ

る面は、あの人たちのある面、まだわかってるから、こんな形で弓場さんに言 うたら、

私らも今まで何言 うてきたんかなとか、私らもちょっと弓場さんに何かちゃんと伝わ

ってなかったか知らないけども、ちょっとやっぱり、 1回そういう形を言ってしまっ

たら、例えば、あと10日 でやめさせてもらいますいうた時点で、ひょっとしたら弓場

さんが、みんな、弓場さん、何するかわからへんと言うたん ?それとも、いや、 1回

嫌やと言うたから。

OD 彼女たちが言ったのは、スエハラさんみたいになりたくないって。

OF 誰 ?

OD スエハラさんみたいになりたくないって言ったんですよ。

OF ああ、スエハラさん。

C)D はい。
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OF あれな。

OD スエハラさんに弓場さんがきつい言葉をずっと援助中にかけられて、彼女は泣いて帰っ

てきました。

OF あの子な、はい。

OD 私たちは、そういうふうにはなりたくないというふうにみんなが言ったんです。そ

れ以上、私、済みません、言葉出なくなっちゃったんです。

OF いや、言うて。

OD だから、そのときに私、彼女たちに、それ以上、強く言えなくなっちゃったんです、

言われたときに。過去に経験していることを一旦、人間が怖いと思ってしまったら、

それはスエハラさんのときやつたやんかということを、私、それ以上、言えなくなってし

まったんですよ。彼女たちは怖いって思ってしまったんです。スエハラも弓場さんとすご

くいい関係性ができてるなと思ってた中で、いきなりそういうことを言われた。弓場

さんからしたら、ごめんね、やっぱりこういう病気やから、情動失禁で、ごめんなさ

いね、言い過ぎてしまったって、後でやっぱり言っていただいたんですけれども、本

人はそれをもう受け入れることができなかったんですね。彼女たちも、やっぱりそう

いうふうにはなりたくないというのを一番言ってきたんですよ。私、それ言われたと

きに、それでもやっぱり事業所の務めやから行こうよということを言えなかったんで

す。私の確かに力のなさだと言われれば、そうかもしれないですけど、私もそれ以上、

言えなくて。

弓場さんには本当に大変失礼なことをやっぱり電話で申し上げてしまったと思うん

です。あした、急に行けませんということを。でも、何か自分でも、もうそれ以上ど

うしていいのかわからなくなって。ヘルパーに、おつしゃるとおりだと思うんです、

仕事やから行ってもらわな困るということを強く言えばよかつたのかもしれないです

けど、それを言われてしまったら、私も言えなかったんです。
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